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20, しかし、私たちの国籍は天にあります。そこから主イ

エス・キリストが救い主として来られるのを、私たちは待

ち望んでいます。

21, キリストは、万物をご自分に従わせることさえできる

御力によって、私たちの卑しいからだを、ご自分の栄光に

輝くからだと同じ姿に変えてくださいます。

            　　　　　　　　ピリピ３章２０～２１節

年間聖句
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主日礼拝
２０２１年　３月 ２１日

礼拝奉仕者

説教 ：若村和仁師　　司会 ：本多崇兄　　奏楽 ：勝山幸子姉　　　献金 ：渡辺恵姉　

祈 り

今 月 の 賛 美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

渡 辺 恵 姉

司 会 者

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 満たして下さる方」

聖歌２９６番「 主よささぐる」

　創世記９章１８節～２９節

「 なぜノアが？」

聖歌２９８番「 世にあるかぎり」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●コロナウィルス感染が落ち着くまで

昼食会はお休みいたします。
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創世記９章１８節～２９節

18, 箱舟から出て来たノアの息子たちは、 セム、 ハム、 ヤフ

ェテであった。 ハムはカナンの父である。

19, この三人がノアの息子たちで、 彼らから全世界の民が

分かれ出た。

20, さて、 ノアは農夫となり、 ぶどう畑を作り始めた。

21, 彼はぶどう酒を飲んで酔い、 自分の天幕の中で裸にな

った。

22, カナンの父ハムは、 父の裸を見て、 外にいた二人の兄弟

に告げた。

23, それで、 セムとヤフェテは上着を取って、 自分たち二人

の肩に掛け、 うしろ向きに歩いて行って、 父の裸をおおった。

彼らは顔を背け、 父の裸は見なかった。

24, ノアは酔いからさめ、 末の息子が自分にしたことを知っ

た。

25, 彼は言った。 「カナンはのろわれよ。 兄たちの、 しもべの

しもべとなるように。」

26, また言った。 「ほむべきかな、 セムの神、 主。 カナンは

彼らのしもべとなるように。

27, 神がヤフェテを広げ、 彼がセムの天幕に住むようになれ。

カナンは彼らのしもべとなるように。」

28, ノアは大洪水の後、 三百五十年生きた。

29, ノアの全生涯は九百五十年であった。 こうして彼は死ん

だ。

「なぜノアが？」
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今月の賛美
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                 

 

 

 

 


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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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御言葉メール紹介
★ 2021 年 3 月 18 日御言葉

ヤコブの手紙　1章 19 ～ 20 節

19, 私の愛する兄弟たち、このことをわきまえていなさい。人はだれでも、聞くのに早く、語るのに遅く、

怒るのに遅くありなさい。

20, 人の怒りは神の義を実現しないのです。

聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より引用。

●人は自分の話をじっくりと聞いてもらって嫌な思いをする人は少ないのではないでしょうか？もしくは、

いないのではないでしょうか？　しかし、逆に、「ああしろこうしろ・・・。」と言われてばかりというこ

とに関しては、ほとんどの人が苦手ではないでしょうか？　

ですから、私たちは、自分もされてうれしい、「聞くに早く」を他者に対して率先的に実践することはとて

も大切なことです。一人一人が、このことを学び、自分の欲を実現することだけに燃えるのではなく、他

者の賜物を活かすために自分は何ができるのか？と言うことを祈り求める者でありたいです。

　私たちは、イエス様の姿から学ぶことができます。イエス様は、神であられる方でしたが、決して偉そ

うに威張り「ああしろこうしろ」と先に語るのではなく、まずは、問題を抱えている人に寄り添い、聞く

ことから始める方でした。イエス様に寄り添ってもらった人々は次々に救われていきました。私たち人間は、

まずは神様に愛され寄り添われていることを味わってこそ、見せかけではない、隣人に対しての愛を実践

することができるようになるのです。

　自分の事は棚に上げ、相手を変えることに必死になり、相手の言い分を聞かずに非難することは、何の

解決も得ないのです。私たち「聞くに早く」を実践するためにも、私たちの思い煩いを神様に聞いてもら

うことから始める者でありたいです。今日も明日も明後日も、変わらない愛で愛してくださる神様がおら

れることを忘れず、感謝をもって互いに聞くき合える私たちでありたいですね。

では、今日も一日、「聞くに早く、語るに遅く、怒りに遅く」歩めるようお祈りしています。

原市場聖書教会

若村和仁

メッセージメモ
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 3 月 17 日（水）

 3 月 14 日（日 ) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　５人　　　　　　　　　　　　　３人

礼　　　　　拝    5+1 人    5+3 人   8+8 人　30（18+12）人

　　　　　　　（※上記 「礼拝堂 + ｵﾝﾗｲﾝ」　表記となります。）

夕　　礼　　拝　　 　　　　  お休みいたしました。

祈　　り　　会　　 　　　　　お休みでした。

報　　　　告

本日午後の予定

３月の誕生日

次週礼拝（３月２8日〈日〉）

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

司　　会 ： 本多崇兄　　

聖　　書 ： ルカ２３章３２節～４３節　

説　　教 ： 「受難から見る神の愛」　若村和仁師　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉

讃　　美 ： 今月の賛美 「満たして下さる方」

　　　　　　　　聖歌１５６、 聖歌１５７、 聖歌３８３　

受　　付 ： オンライン礼拝の為担当者無し　献金感謝祈祷 ： 勝山幸子姉

集会案内

礼　　　　拝              　　 　　　　　  10:30 ～ 12:00　
3 月 28 日 ( 日） ハレルヤキッズ　 　　 　　　 　　　　　　   9:30 ～ 10:15

祈　 り 　会　　　　　　　               ４月より再開予定3月 24 日 ( 水）

☆礼拝後オンライン参加者と、礼拝堂の方との分かち合い、祈りのひと時を持ちます。
　お時間のある方は、礼拝後続けてご参加ください。１５分程度で考えています。

・ ３月２３日～２６日 （火～金） NPO 法人あまやどり （場所 ： 高麗聖書教会）

　２３日 渡辺恵姉　　２６日 本多崇兄

★聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。
★首都圏の緊急事態宣言は解除されましたが、 感染者数は横ばいとなっており、 引き続き警戒   
が呼びかけられています。 それを受けて、 原市場聖書教会での礼拝は以下の対策を継続いたし
ます。
1,zoom 利用が可能な方は引き続きオンラインでの参加をご検討ください。
2, 会堂での礼拝参加の際は、 極力間隔をあけてお座りください。
3, 会堂に入られる際には、 マスクの着用、 手の消毒をよろしくお願いします。
4, 当面の間、 食事を伴う交わりは自粛いたします。

● 3 月以降の平日集会予定 
★祈り会、 赤毛のアン、 こひつじタイムの再開は状況をみて判断いたします。
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-981-7200

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00

-8-


